
専門研修基幹施設
16施設

専門研修基幹施設
16施設
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住所

●病院の概要

病 床 数

1日平均外来患者数

1日平均入院患者数

人

人

医師数（常勤）

指導医数（再掲）

TEL

■基幹となっている基本領域

■処遇（2025年度）

■連携・関連施設となっている基本領域

人

人

床

床

床

床

床

●専門研修

●妊娠・出産・子育て中の勤務環境

｢※｣は｢診療科による｣等の条件あり、｢－｣は制度なし

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

①給与モデル

②休日休暇

③保険
　適用

④宿舎

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

院内
保育園

院内
学童保育

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

■妊娠出産 ■育児 ■子育て

（5年目参考・当直料等込）

〒266-0007　千葉県千葉市緑区辺田町578 043-291-1221

約 400,000 円／月

週休２日、有給休暇あり

健康保険、厚生年金、
雇用保険等

なし

急性期から慢性期、児童から老年期、任意入院から措置入院、医療観察法に基
づく入院など、精神科特有である非自発的入院を経験し、3年間のプログラム
の中で各施設をローテートすることによって、多彩な症例を経験することがで
きます。治療法としても単に薬物療法だけでなく、m-ECTやクロザピン治療な
どに加え、心理社会的療法やリハビリテーション、訪問サービスなどによる地
域移行支援を実践することができます。

当院は、統合失調症や躁うつ病などの精神疾患のほか、認知症性疾患、薬物
依存や中毒性疾患の治療などを実施するとともに、県内唯一の医療観察法に
よる指定病棟を有する精神科単科の専門病院です。また、2017年には訪問
看護ステーションを開設する等、社会復帰支援にも注力しています。

一般 …

結核 …

療養 …

精神 … 感染 …

148

230

13

11

397

独立行政法人国立病院機構 下総精神医療センター

0

0

0

0

■基幹となっている基本領域
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住所

●病院の概要

病 床 数

1日平均外来患者数

1日平均入院患者数

人

人

医師数（常勤）

指導医数（再掲）

TEL

人

人

床

床

床

床

床

●専門研修

■処遇（2025年度）

■連携・関連施設となっている基本領域

（5年目参考・当直料等込）

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

①給与モデル

②休日休暇

③保険
　適用

④宿舎

当院は、一般医療機関では対応困難な特殊又は専門的な医療を必要とする
小児の疾患の診断・治療、それに付随する相談及び指導を行う小児総合医療
施設として、併せて千葉県小児医療の中枢機関として小児医学向上のための
研究・調査を行い、母子保健、児童福祉に貢献を図ることを目的として1988
年に開設されました。

約 1,280 万円／年

年次有給休暇（20日）、
夏季休暇（6日）等

健康保険、厚生年金、
雇用保険、労災保険

あり

当院の小児科専門研修プログラムでは、①小児医療の全ての領域を不足なく学
ぶ、②高度の専門診療の実際を経験する、③多職種連携による全人的医療を
実践できる能力を身につける、④地域連携を円滑におこなうための能力を身に
つける、の4点を特に重視しています。さらに、小児科研修後のサブスペシャル
ティ専門研修への移行もでき、個々のキャリアプランに応じた小児科研修を行
うことができます。

〒266-0007　千葉県千葉市緑区辺田町579-1 043-292-2111

千葉県こども病院

一般 …

結核 …

療養 …

精神 … 感染 …

218

0

326

125

98

25

0

0 0 ●妊娠・出産・子育て中の勤務環境

｢※｣は｢診療科による｣等の条件あり、｢－｣は制度なし

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

院内
保育園

院内
学童保育

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

■妊娠出産 ■育児 ■子育て
※ ※
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